
感染症情報 １２月１６日～２２日

④手足口病

②溶連菌感染症

⑤咽頭結膜熱

３５０例（堺市 

１１１例（堺市 １９例）
７２例（堺市 １２例）

報告数による順位。前週比４．９％減の１，８６２件であった。感染
性胃腸炎が府下で前週から３％減、堺市で前週１２３例→今回
９５例。溶連菌感染症が府下で５％減、堺市で前週４３例→今回
５０例。ＲＳウイルス感染症が府下で９％増、堺市で前回・今回とも７
例。手足口病が府下で２９％減、堺市で前週２２例→今回１９例。
咽頭結膜熱が府下で１０％減、堺市で前週４例→今回１２例。
基幹定点だけが報告するマイコプラズマ肺炎は、大阪府で３４例
→２９例で１５％減。堺市で４例→４例であった。
インフルエンザが府下で前週６，５９９例→今回１３，９５３例は
１１１％増。堺市で前週６６３例→今回１，５４５例は１３３％増。定点
当たり大阪府は４５．７５、堺市は５３．２８でともに警報レベルに入っ
た。大阪府ではAH1pdm（いわゆる新型）が優位とある。

５０例）
③ＲＳウイルス感染症 １８９例（堺市 ７例）

９５例）

府下３０５医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９６医療機関（堺市１９）から

①感染性胃腸炎 ９９１例（堺市

１３，９５３例（堺市インフルエンザ １，５４５例）

府下３０５医療機関（堺市２９）から

８７４例（堺市新型コロナウイルス感染症 １０１例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前回
５４２例→今回８７４例で６１％増、定点当たり１．７８→２．８７。堺市
で前週４４例→今回１０１例で約２．３倍、定点当たり１．５２→３．４８
でまた府下でワーストとなった。

大阪府定点 ２．８７ 堺市定点 ３．４８

麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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合計
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